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属
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
。

▼
乾
電
池
類　

乾
電
池
、
ボ
タ
ン
電
池

①
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
乾
電
池
類
の

コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
。

▼
無
色
ビ
ン
・
茶
色
ビ
ン　

ジ
ュ
ー
ス
、

調
味
料
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ド
リ
ン
ク
剤

な
ど
、
食
用
、
飲
料
用
の
ビ
ン

①
ふ
た
（
キ
ャ
ッ
プ
）
を
外
す
。

②
ビ
ン
の
中
を
水
洗
い
し
、水
を
切
る
。

③
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
無
色
ビ
ン
、

茶
色
ビ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ナ

に
入
れ
る
。

※
外
せ
る
ふ
た
（
キ
ャ
ッ
プ
）
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
燃
え
る
ご
み
の
指
定
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類

　

食
用
、
飲
料
用
以
外
の
ビ
ン
、
食
用
、

飲
料
用
で
無
色
・
茶
色
以
外
の
ビ
ン
、

ガ
ラ
ス
、
せ
と
も
の
、
鏡
な
ど
の
ご

み
①
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
そ
の
他
ビ
ン
、

ガ
ラ
ス
類
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
。

▼
蛍
光
管
類　

蛍
光
管
、
電
球
、
豆
球

な
ど

①
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
蛍
光
管
類
の

コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
。

資
源
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　

 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

マ
ー
ク
の
あ
る
も
の

①
ふ
た
（
キ
ャ
ッ
プ
）
は
必
ず
外
す
。

②
中
を
水
洗
い
し
、
水
を
切
る
。

③
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
。

※
ふ
た
（
キ
ャ
ッ
プ
）
は
、
燃
え
る
ご

み
の
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
飲
料
缶　

ス
チ
ー
ル
缶
マ
ー
ク
及
び

ア
ル
ミ
缶
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の

①
缶
の
中
を
水
洗
い
し
、
水
を
切
る
。

②
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
飲
料
缶
の
コ

ン
テ
ナ
に
入
れ
る
。

▼
そ
の
他
缶
金
属
類　

飲
料
缶
、
乾
電

池
以
外
で
金
属
が
付
い
て
い
る
ご
み

（
長
さ
50
㌢
未
満
）

①
ス
プ
レ
ー
缶
、
ガ
ス
缶
は
ガ
ス
を
使

い
き
り
、穴
を
開
け
て
ガ
ス
を
抜
く
。

②
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
そ
の
他
缶
金

焼
却
ご
み
の
減
量
、
分
別
排
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

ご
み
も
大
切
な
資
源
で
す

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う

　

私
た
ち
の
生
活
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
資
源
ご
み

は
、
混
ぜ
て
捨
て
れ
ば
た
だ
の
ご
み
で
す
が
、
き
ち
ん
と
分
別
す
れ
ば
、
あ
ら
た
な

資
源
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
資
源

ご
み
の
分
別
排
出
と
正
し
い
ご
み
の
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼新温泉町のごみ処理状況（総計）
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平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度

6,566
6,445

6,237

5,855

5,585

（単位：㌧）

（▲ 1.8％）

（▲ 3.2％）

（▲ 6.1％）

（▲ 4.6％）

（カッコ内は前年度対比）

※合併前の数値は浜坂町・温泉町を合算したもの

　新温泉町のごみの量は、表のとおり近年減少傾向にあります。
平成 20年度のごみの量は、前年度と比較して約 4.6％（270㌧）
の減量となっており、町民一人一日当たりのごみの量も約 3％
（27㌘）の減量となっています。ごみの排出を抑制することと、
分別ルールを守ってごみを排出することで、環境負荷を軽減す
ることができます。引き続きごみと資源物の分別を徹底し、一
層のごみの減量にご協力をお願いします。
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▼
紙
パ
ッ
ク　

紙
パ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
あ

る
も
の
（
中
に
ア
ル
ミ
が
貼
っ
て
あ

る
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

①
中
を
水
洗
い
し
、
切
り
開
い
て
乾
か

し
て
か
ら
ひ
も
で
結
ん
で
出
す
。

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ふ
た（
キ
ャ
ッ
プ
）

は
燃
え
る
ご
み
の
指
定
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
段
ボ
ー
ル　

折
り
た
た
み
、
十
文
字

で
結
ん
で
出
す
。

▼
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装　

紙
製
容
器

包
装
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
、
包
装
紙

類
、
紙
袋
類
、
紙
箱
類
、
紙
筒
、
紙

カ
ッ
プ
、
紙
ふ
た
、
台
紙
類

①
町
指
定
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
用
袋

に
入
れ
て
出
す
。

▼
粗
大
ご
み　

一
辺
50
㌢
以
上
の
大
型

ご
み
（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン

は
収
集
処
理
で
き
な
い
た
め
、
家
電

販
売
店
へ
引
き
取
り
を
依
頼
）

①
粗
大
ご
み
用
シ
ー
ル
を
町
指
定
ご
み

袋
取
扱
店
で
購
入
し
、貼
っ
て
出
す
。

燃
え
る
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

▼
燃
え
る
ご
み　

①
台
所
の
生
ご
み
は
水
分
を
十
分
切
る
。

②
町
指
定
燃
え
る
ご
み
袋
の
口
は
必
ず

結
ん
で
出
す
。

※
新
聞
、
雑
誌
、
古
着
は
で
き
る
だ
け
、

地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
ど
も
会
な
ど
が

行
っ
て
い
る
資
源
ご
み
回
収
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
廃
食
油
（
天

ぷ
ら
油
）
は
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
回
収

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

▼ 4 月 1 日からの取り扱い
担当窓口 役場　町民課、温泉総合支所　住民福祉課

申請に必要
なもの

申請書、印鑑、本人確認書類、写真（縦 4.5cm
×横 3.5cm：写真付きカードの場合）
※写真は、窓口での撮影も行います。（無料）

手数料 無料（平成 23年 3月末まで）

交付 ( 受取 ) に
必要なもの

通知書（申請から 10日～ 2週間後に送付）
※原則として、ご本人が窓口にお越しいた
　だく必要があります。

　

申
請
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
従
来
ど

お
り
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

「
住
基
カ
ー
ド
」
と
は
？

　

正
式
な
名
称
を
「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
」
と
い
い
、
町
が
交
付
す
る
安

全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。
住

基
カ
ー
ド
に
は
、
写

真
付
き
と
写
真
な
し

の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。
身
分
証
明
書
と

し
て
使
え
る
写
真
付

き
タ
イ
プ
が
特
に
お

ス
ス
メ
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

　

申
請
さ
れ
て
か
ら
住
基
カ
ー
ド
の
交

付
ま
で
に
10
日
～
２
週
間
程
か
か
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
本
庁
で
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
を
さ
れ
る
と
即
日
交
付
（
温
泉
総
合
支
所

は
翌
日
交
付
）
を
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
１
日
よ
り
㈶
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー

に
発
行
委
託
す
る
た
め
、
即
日
交
付
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

４
月
１
日
よ
り

住
基
カ
ー
ド
の
即
日
交
付
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
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―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

隔
月
（
奇
数
月
）
で
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
提
案
お
よ
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
２
名
の
方
か
ら
２
件
の
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
提
案

と
そ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降
に

つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。
な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の

都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

広報しんおんせん（3月号）

　

昨
年
５
月
に
発
足
し
た
、
新
温
泉
町
役
場
の
中
堅
・
若
手
職
員
に
よ
る
職
員
研
究

グ
ル
ー
プ
「
新
温
泉
改
革
・
創
造
チ
ー
ム
（
チ
ー
ム
新
温
泉
）」
が
、2
月
24
日
（
水
）

岡
本
町
長
へ
政
策
研
究
課
題
の
最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

中
堅
・
若
手
職
員
の
研
究
グ
ル
ー
プ

「
チ
ー
ム
新
温
泉
」
最
終
報
告
会

　

チ
ー
ム
新
温
泉
は
、
中
堅
・
若
手
職

員
か
ら
町
政
に
関
す
る
斬
新
で
柔
軟
な

発
想
の
提
案
を
行
い
、
町
民
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
町
政
運
営
の
た
め
の
政
策
研
究

を
行
う
と
と
も
に
、
職
員
の
士
気
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

応
募
な
ど
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
10
人

の
職
員
は
、
行
政
運
営
な
ど
に
つ
い
て

考
え
る
「
行
革
推
進
グ
ル
ー
プ
」
と
、

町
の
観
光
や
振
興
策
な
ど
に
つ
い
て
考

え
る
「
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
」
の
２

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。昨
年
12
月
3
日
に
は
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
岡
本
町
長
へ
中
間
報
告
を
行

い
講
評
を
受
け
た
後
、
さ
ら
に
研
究
を

深
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
最
終
報
告
会
で
は
、
行
革

推
進
グ
ル
ー
プ
が
行
政
機
構
改
革
の
提

案
と
し
て
、
現
在
の
課
・
室
等
の
上
に

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
、
係
長
に

な
る
ま
で
の
職
員
が
す
べ
て
の
グ
ル
ー

プ
を
経
験
し
、
係
長
昇
任
後
は
グ
ル
ー

プ
内
に
留
ま
り
、
専
門
性
を
追
求
す
る

と
い
う
人
材
育
成
制
度
を
提
案
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
現
在
多
く
を
外
部
委

託
し
て
い
る
電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
職
員
に
よ
る
専
属
の
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
自
前
で
電
算
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
行
い
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
案

や
、窓
口
業
務
を
一
本
化
し
、町
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
案
な
ど
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
方
、
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
は
、

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
施
策
と
し
て
、
町
の
方
針
を
決

定
す
る
場
へ
参
加
す
る
機
会
が
少
な
い

女
性
や
若
者
、
学
生
を
対
象
と
し
た
各

集
落
で
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
創

設
や
、
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導

入
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
に

あ
る
観
光
施
設
や
文
化
財
な
ど
を
通
じ

て
人
と
人
と
の
交
流
を
深
め
た
り
、
公

↑
「
チ
ー
ム
新
温
泉
」
の
最
終
報
告
会
の

　

   

様
子

共
交
通
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
公

共
物
を
広
告
媒
体
と
し
て
活
用
す
る
案

な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

若
者
定
住
と
少
子
化
対
策
と
し
て
「
婚

活
」
支
援
事
業
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
６
件
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

報
告
を
受
け
、
岡
本
町
長
は
「
多
く

の
提
案
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

精
査
し
て
今
後
に
生
か
し
た
い
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
提
案
を
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
４
月
以
降

も
メ
ン
バ
ー
を
再
度
募
り
、
改
善
点
や

テ
ー
マ
な
ど
を
再
設
定
し
て
取
り
組
み

を
続
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４
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ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
時
計
設
置
を

　

湯
区
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
大
き
な

時
計
が
欲
し
い
。
あ
そ
ん
で
い
て
も

時
間
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
。

　
　
　
　
（
湯　

田
川　

桃
花
さ
ん
）

【
回
答
】

　

湯
村
温
泉
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
設
置

に
つ
い
て
、
主
な
目
的
は
、
観
光
客
な

ど
を
中
心
に
し
た
活
用
を
想
定
し
て
い

ま
し
た
。
現
状
で
は
、
観
光
客
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
「
く
つ

ろ
ぎ
の
場
・
空
間
」
と
し
て
、
気
軽
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
意
見
の
と
お

り
、
子
ど
も
さ
ん
に
は
時
間
の
わ
か
る

も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
設
置
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。

　
（
温
泉
総
合
支
所
長　

馬
場　

正
男
）

味
原
川
の
土
手
に
桜
を

　

味
原
川
の
土
手
に
桜
を
植
え
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
？
見
事
な
桜
土
手
に

な
り
ま
す
。
想
像
し
て
も
楽
し
く
な

り
ま
す
よ
！

　
　
　
（
湯　

北
村　

源
一
郎
さ
ん
）

【
回
答
】

　

河
川
区
域
内
に
お
け
る
樹
木
の
植
樹

基
準
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
定
の
基
準

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
県
が
管
理
し
て

い
る
味
原
川
に
も
同
様
な
運
用
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

基
準
で
は
、
河
川
の
定
規
断
面
内
で

の
植
栽
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
定

規
断
面
と
い
う

の
は
、
安
全
に

洪
水
を
流
す
た

め
に
必
要
な
堤

防
幅
の
事
で
あ

り
、
河
川
ご
と

に
決
め
ら
れ
た

堤
防
の
最
小
必

要
断
面
の
こ
と

で
す
が
、
定
規

断
面
で
安

※

息
角

を
確
保
し
、
か

つ
浸

※

潤
線
に
対
し
安
全
を
図
れ
る
台
形

が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
味
原
川
の

定
規
断
面
も
台
形
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、
堤
防
の
上
に
は
河
川
管
理
用
通
路

と
し
て
幅
３
ｍ
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
台
形
の
堤
防
の
中
に

は
樹
木
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
河
川
管
理
幅
が
３

ｍ
よ
り
も
広
い
民
地
側
の
法
面
で
あ
れ

ば
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
味
原
川

の
堤
防
に
も
こ
う
し
た
箇
所
は
一
部
に

あ
り
ま
す
が
、
全
区
間
に
渡
っ
て
桜
を

植
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
　
　
　
　
（
建
設
課
長　

田
中　

茂
）

▲湯村温泉ポケットパーク

味原川
民地

定規断面

管理用通路

3㍍

▼植樹が可能な例

【
用
語
の
説
明
】

●
安
息
角　

砂
な
ど
の
粉
体
を
積
み
上

げ
た
と
き
に
自
発
的
に
崩
れ
る
こ
と

な
く
安
定
を
保
つ
斜
面
の
角
度
。

●
浸
潤
線　

重
力
の
作
用
を
受
け
て
、

土
中
の
隙
間
を
自
由
に
流
れ
る
水
の

表
面
を
表
す
線
の
こ
と
。
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町政のうごきから

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

6 6 9 6 7 9 0

新温泉町浜坂 2673-1

▼
選
者　

佐
佐
木
幸
綱
（「
心
の
花
」

主
宰
・
編
集
長
）

【
中
高
校
生
の
部
】（
敬
称
略
）

◇
前
田
純
孝
賞

・
雪
が
降
る
水
温
二
度
の
日

本
海
お
れ
は
水
着
で
飛
び

込
む
ん
だ
ぜ

　

大
阪
教
育
大
学
附
属
平
野
中
学
校　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡
壮
基

（
選
評
）
寒
中
水
泳
へ
の
意
気
込
み
と

緊
張
を
、
一
気
に
、
ス
ト
レ
ー
ト

に
、
力
強
い
表
現
で
歌
い
き
っ
た
迫

力
。
表
現
が
具
体
的
な
点
も
す
ば
ら

し
い
。

・
回
路
図
の
完
成
ま
で
あ
と

一
歩
頭
の
中
で
コ
イ
ル
が

　

入
賞
作
品
の
う
ち
、
前
田
純
孝
賞
３

点
（
中
高
校
生
の
部
２
点
、
大
学
生
の

部
１
点
）
に
つ
い
て
、
選
者
の
選
評
も

含
め
て
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
お
か
え
り
」
と
言
っ
て
く

れ
た
人
の
存
在

　

川
崎
医
療
短
期
大
学　

楚
南
優
梨
亜

（
選
評
）
一
人
暮
ら
し
を
は
じ
め
て
あ

ら
た
め
て
認
識
し
た
、
実
家
に
い
た

頃
の
親
の
存
在
。
的
確
な
表
現
に

よ
っ
て
、
輪
郭
の
す
っ
き
り
し
た
一

首
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

　

本
町
で
は
、
次
代
を
担
う
若
者
に
郷
土
の
生
ん
だ
歌
人
「
前
田
純
孝
」
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
短
歌
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
21

年
７
月
10
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
、「
前
田
純
孝
賞
」
学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
昨
年
を
上
回
る
５
，
２
８
７
首
（
内
訳

　

中
高
校
生
の
部
５
，
１
２
２
首
、
大
学
生
の
部
１
６
５
首
）
の
応
募
を
い
た
だ

き
、
最
終
選
考
を
行
っ
た
結
果
、
入
賞
作
品
84
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

第
15
回
「
前
田
純
孝
賞
」

学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果

絡
ま
る

　

長
崎
県
立
長
崎
工
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
圭
佑

（
選
評
）
複
雑
な
回
路
図
に
取
り
組
ん

で
い
る
実
習
授
業
の
現
場
に
取
材
。

頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
と
実
際
の
回
線

の
間
で
の
格
闘
を
う
ま
く
表
現
し
て

い
ま
す
。

【
大
学
生
の
部
】（
敬
称
略
）

◇
前
田
純
孝
賞

・
真
っ
暗
な
部
屋
に
「
た
だ

い
ま
」
と
言
っ
て
気
付
く

◆
前
田
純
孝
（
１
８
８
０
～
１
９
１
１
）

　

東
の
啄
木
、
西
の
翠
渓
と
並
び
称
さ
れ

た
前
田
純
孝
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校

時
代
に
機
関
誌
「
明
星
」
に
作
品
を
発

表
し
、
与
謝
野
鉄
幹
や
晶
子
ら
と
共
に

活
動
し
た
ほ
か
、
多
く
の
短
歌
や
詩
、

童
謡
の
作
詞
、
作
曲
な
ど
も
手
が
け
ま

し
た
。

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行
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広報しんおんせん（3月号）

◆温泉地域簡易水道 一ヵ月につき税込み金額（単位：円）
現 行 料 金 平成 22 年度料金 平成 23 年度以降の料金

（平成 22 年 3 月 31 日まで）（平成 22 年 4 月 1 日～
　　平成 23 年 3 月 31 日）

（平成 23 年 4 月 1 日～）

口径 
( ｍｍ )

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

専 
用 
給 
水 
栓

13 10 1,470 10 1,570 10 1,680 
20 20 2,940 20 3,150 20 3,360 
25 40 5,880 40 6,300 40 6,720 
30 60 8,820 60 9,450 60 10,080 
40 90 13,230 90 14,170 90 15,120 
50 200 29,400 200 31,500 200 33,600 
75 400 58,800 400 63,000 400 67,200 

超過料金 147 157 168
１㎥につき
臨時給水 500 500 500
１㎥につき
平成 22年 4月 1日～平成 23年 3月 31日
【計算式の例】口径 13ｍｍで、35㎥使用した場合
1,570 円＋ 25㎥× 157 円＝ 5,495 円（5,490 円請求　10円未満切捨）

平
成
22
年
４
月
検
針
（
５
月
請
求
分
）
か
ら
変
り
ま
す

　

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

　

平
成
20
年
12
月
議
会
で
、
浜
坂
地
域
上
水
道
、
温
泉
地
域
簡
易
水
道
の
料
金
を
平
成
21
年
よ
り
３
ヵ
年

で
改
定
す
る
条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
12
月
10
日
発
行
の
広
報
で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
が
、

再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
22
年
４
月
検
針
（
５
月
請
求
分
）
か
ら
水
道
料
金
を
改
定

し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
水
道
事
業
経
営
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆浜坂上水道 一ヵ月につき税込み金額（単位：円）
現 行 料 金 平成 22 年度料金 平成 23 年度以降の料金

（平成 22 年 3 月 31 日まで）（平成 22 年 4 月 1 日～
　　平成 23 年 3 月 31 日）

（平成 23 年 4 月 1 日～）

口径 
( ｍｍ )

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

専 
用 
給 
水 
栓

13 10 1,680 10 1,680 10 1,680 
20 20 3,360 20 3,360 20 3,360 
25 40 6,720 40 6,720 40 6,720 
30 60 10,080 60 10,080 60 10,080 
40 90 15,120 90 15,120 90 15,120 
50 200 33,600 200 33,600 200 33,600 
75 400 67,200 400 67,200 400 67,200 

超過料金 147 157 168
１㎥につき
臨時給水 500 500 500
１㎥につき
平成 22年 4月 1日～平成 23年 3月 31日
【計算式の例】口径 13ｍｍで 35㎥使用した場合
1,680 円＋ 25㎥× 157 円＝ 5,605 円（5,600 円請求   10 円未満切捨）

―問い合わせ―
上下水道課

℡（0796）82-3114
温泉総合支所　産業建設課
℡（0796）92-1131 ㈹

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

3月17日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

3月24日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

3月17日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

3月18日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071
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▼
売
却
物
件

◇
物
件
番
号
１

　

新
温
泉
町
浜
坂
字
本
町
１
２
２
０
番
１

　

宅
地　

２
３
９
・
91
㎡

◇
物
件
番
号
２

　

新
温
泉
町
浜
坂
字
本
町
１
２
２
０
番
６

　

宅
地　

１
８
４
・
48
㎡

◇
物
件
番
号
３

　

新
温
泉
町
浜
坂
字
本
町
１
２
２
０
番
４

　

宅
地　

１
０
６
・
22
㎡

　

町
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
将
来
的
に
そ
の
利
用
予
定
が
な
い
財
産
に

つ
い
て
、
購
入
希
望
者
を
募
り
、
売
却
し
ま
す
。

町
有
財
産
（
土
地
）
の
売
払
い
に
つ
い
て

　

新
温
泉
町
浜
坂
字
本
町
１
２
２
０
番
７

　

宅
地　

71
・
73
㎡

※
倉
庫
物
件
有
り

◇
物
件
番
号
４

　

新
温
泉
町
桐
岡
字
前
原
２
４
８
番
３

　

宅
地　

３
５
０
・
05
㎡

◇
物
件
番
号
５

　

新
温
泉
町
桐
岡
字
前
原
２
５
０
番
１

　

雑
種
地　

２
４
９
６
・
40
㎡

物件番号 5
物件番号 4

物件番号 3

物件番号 1
物件番号 2

◇
物
件
番
号
６

　

新
温
泉
町
井
土
字
野
中
１
４
７
７
番
９

　

宅
地　

１
５
３
・
60
㎡

▼
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

▼
入
札
日
時

　

平
成
22
年
３
月
26
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分

▼
最
低
売
却
価
格

・ 

物
件
番
号
１　
　

１
２
７
７
万
円

・ 

物
件
番
号
２　
　
　

９
５
４
万
円

・ 

物
件
番
号
３　
　
　

９
５
７
万
円

・ 

物
件
番
号
４　
　
　

３
０
３
万
円

・ 

物
件
番
号
５　
　

１
７
０
２
万
円

・ 

物
件
番
号
６　
　
　

４
２
２
万
円

▼
入
札
場
所

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　

１
階　

小
会
議
室

▼
必
要
書
類　

所
定
の
用
紙
に
印
鑑
登

録
証
明
書
を
添
付
し
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
の
際
に

入
札
保
証
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
参
加
申
込
み
期
限

　

平
成
22
年
３
月
24
日
（
水
）

　

午
後
１
時
ま
で

▼
契
約
条
項
を
示
す
日
時
及
び
場
所

◇
日
時　

平
成
22
年
３
月
11
日
（
木
）

～
24
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◇
場
所　

新
温
泉
町
役
場　

総
務
課

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

管
財
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

物件番号 6
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町
民
バ
ス
は
計
画
に
お
い
て
、
①
平

日
６
便
／
日
、
②
１
人
超
／
便
を
運
行

基
準
と
し
、
基
準
以
下
の
便
は
休
止
ま

た
は
廃
止
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
２
回
の
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
１
人
超
／
便
の
便
は
、
平
日

で
約
７
割
、
土
日
・
祝
日
で
は
約
５
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
懇
談
会
で
も

説
明
し
ま
し
た
が
、
夢
つ
ば
め
（
町
民

　

平
成
20
年
10
月
よ
り
運
行
を
開
始
し
た
夢
つ
ば
め
（
町
民
バ
ス
）
が
１
年
半
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
新
温
泉
町
交
通
政
策
研
究
会
や
住
民
懇
談
会
等

を
開
催
し
、利
便
性
の
向
上
と
効
率
的
な
運
行
に
つ
い
て
議
論
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
乗
ろ
う
、
み
ん
な
で
守
ろ
う

夢
つ
ば
め
（
町
民
バ
ス
）

バ
ス
）
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

町
の
財
政
負
担
が
大
き
く
な
り
、
と
も

す
れ
ば
、
大
幅
な
減
便
、
路
線
の
廃
止

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

住
民
の
足
の
確
保
と
地
域
活
性
化
の

た
め
、夢
つ
ば
め
（
町
民
バ
ス
）
に
「
み

ん
な
で
乗
っ
て
、
み
ん
な
で
守
っ
て
」

い
き
ま
し
ょ
う
。

企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て

　

夢
つ
ば
め
（
町
民
バ
ス
）
の
ダ
イ
ヤ

を
平
成
22
年
４
月
１
日
よ
り
改
正
し
ま

す
。（
時
刻
表
は
３
月
末
に
全
戸
配
布

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

②
八
田
線
の
運
行
に
つ
い
て

　

八
田
線
は
、
利
用
者
の
多
い
朝
の
便

な
ど
に
つ
い
て
は
青
下
～
田
中
～
石
橋

バ
ス
停
の
間
が
、
予
定
時
刻
よ
り
若
干

遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
積
雪

時
は
除
雪
等
に
よ
り
八
田
線
全
線
の
遅

延
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
他

の
路
線
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

③
乗
り
継
ぎ
に
つ
い
て

　

夢
つ
ば
め
（
町
民
バ
ス
）
は
、
全
路

線
で
乗
り
継
い
だ
場
合
に
つ
い
て
も
運

賃
を
最
高
３
０
０
円
（
大
人
）
と
し
て

い
ま
す
。
乗
り
継
ぎ
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
乗
車
時
に
運
転
手
に
そ
の
旨
を
伝

え
、乗
り
継
ぎ
券
を
発
行
し
て
も
ら
い
、

次
の
バ
ス
で
そ
の
券
と
合
わ
せ
て
残
り

の
運
賃
を
精
算
し
て
下
さ
い
。（
乗
り

継
ぎ
に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
バ
ス
の
運
転
手
ま
た
は
全
但
バ
ス

湯
村
営
業
所
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
）

④
回
数
券
・
定
期
券
に
つ
い
て

　

回
数
券
と
通

勤
・
通
学
の
定

期
乗
車
券
を
発

行
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
要
望

の
方
は
、
全
但

バ
ス
湯
村
営
業

所
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

（
回
数
券
は
、

バ
ス
車
内
で
も

お
買
い
求
め
で

き
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

全
但
バ
ス　

湯
村
営
業
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
０
１
３
７

券　　種 金　　額
   500 円回数券（  50 円券× 11枚）    500 円
1,000 円回数券（100 円券× 11枚） 1,000 円
1,500 円回数券（150 円券× 11枚） 1,500 円
2,000 円回数券（200 円券× 11枚） 2,000 円
2,500 円回数券（250 円券× 11枚） 2,500 円
3,000 円回数券（300 円券× 11枚） 3,000 円

券　種 期　間 定期券金額算出方法

普通定期券

１ヵ月（普通乗車運賃）　× 60× 70％

３ヵ月（１ヵ月普通定期券）　× 3× 95％

６ヵ月（１ヵ月普通定期券）　× 6× 90％

通学定期券

１ヵ月（普通乗車運賃）　× 60× 60％

３ヵ月（１ヵ月普通定期券）　× 3× 95％

６ヵ月（１ヵ月普通定期券）　× 6× 90％

住民の足の確保と地域活性化のため、
みんなで乗って、みんなで守りましょう
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加藤文太郎
記念図書館

「３月のおすすめの本」
ご案内

絵本で子育て
秋田喜代美　著／岩崎書店

泣いてばかりや、友だちとのけんかが
絶えないなど、「うちの子って、どうし
てこうなの！！」と思った時、親子で
絵本を楽しむ至福の時間を持ってもら
いたいと願いを込めた絵本のリスト。0
歳から 6歳までの子どもの発達に合わ
せて選んだ絵本 150 冊を紹介。

わが家の助っ人こんにゃくレシピ
小菅陽子　著／小学館

ヘルシー＆ダイエットに効果があり、扱
いやすくて安いという、大変魅力あふれ
る食材のこんにゃく。和、洋、中のおか
ずからご飯、めん、おつまみ、デザー
トまで毎日食べても飽きない簡単レシピ
６７点を紹介。

片翼チャンピオン
平山譲　著／講談社

脳卒中の後遺症によって、片半身の自
由を奪われた男たち。死の淵に追いや
られた彼らに生きる喜びを取り戻させ
たのはスポーツだった。障害を背負っ
た彼らとその家族が、スポーツを通し
て希望への道を開いた三編の実話物語。

小さなりゅう
長井るり子　作・小倉正巳　絵／国土社

島に流れ着いた卵から小さなりゅうが
生まれました。おなかがすいて食べ物
を探しに浜辺を歩いていると、カメや
貝に会い、嵐の夜に迷子になった小鳥
に出会い、自分が火をふくことで誰か
のために役立つことを知りました…。

ちゅーちゅー
宮西達也　作・絵／鈴木出版

３匹の子ねずみたちがお昼寝から目をさ
ますと、目の前に大きなねこがいました。
しかし、そのねこはねずみのことを何も
知りませんでした。そこで、子ねずみた
ちはねこをだまそうとして…。「にゃー
ご」の姉妹編。

   TEL（0796）82-5251
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春休み特別おはなし会　　  
絵本の読み聞かせや紙芝居をします。
今年の人形劇講座受講者による「はじ
めての人形劇」の発表も行います。
◆と 　き　3月27日（土）午後２時～
◆と こ ろ　図書館・視聴覚室
◆内　容　絵本の読み聞かせ・人形劇他

おはなし会　　　　　 　     
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒
に参加しませんか。

『ハーニャの庭で』他
◆と 　き　4月10日（土）午後２時～
◆と こ ろ　図書館・視聴覚室

休館日のお知らせ　　　　      

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時
＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

4 月
日 月 火 水 木 金 土

　 　 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

3 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

は休館日
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▼
作
り
方

①
う
ど
は
厚
め
に
皮
を
む
き
、
長
さ
４

㌢
、
厚
さ
５
㍉
の
棒
状
に
切
り
、
水

に
は
な
し
て
ア
ク
抜
き
す
る
。

②
赤
と
う
が
ら
し
は
種
を
取
っ
て
、
薄

い
輪
切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
強
火
で
う

ど
を
炒
め
る
。
砂
糖
、み
り
ん
、し
ょ

う
油
、
赤
と
う
が
ら
し
を
加
え
、
煮

汁
が
な
く
な
る
ま
で
、
混
ぜ
な
が
ら

炒
り
煮
す
る
。
器
に
盛
り
、
白
ご
ま

を
ふ
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

 

★
う
ど
の
き
ん
ぴ
ら

◆材料（４人分）
・うど・・・・・・・ 200g
・赤とうがらし・・小さじ 2
・サラダ油・・・・大さじ 3
・砂糖・・・・・・大さじ 2
・みりん・・・・・大さじ 1
・しょう油・・・・大さじ 2
・白ごま・・・・・大さじ 2

図書館ボランティアを募集します
　やりがい、生きがいづくり、出会い、ふれあいの場
として図書館ボランティア活動に参加してみません
か？住民のみなさんとともにより良い図書館づくりを
目指しています。

◆活動内容
　①本に関すること
　　返却本の整理、書架の整頓、資料整理など
　②児童への読み聞かせなどに関すること
　　読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど
　③図書館の美化に関すること
　　館内の飾り付け、草刈り、花の手入れなど
　④その他
　　やってみたい活動について相談に応じます
◆対象者
　町内在住で、高校生以上の方
◆活動時間
　少しの時間でも結構ですので、都合のよい時間にご
参加下さい。

◆登録手続
　活動を希望される方は登録手続きをお願いします。
　※図書館が主催する研修に参加していただきます。
◆募集期間　３月 12日（金）～４月 9日（金）

―問い合わせ―
加藤文太郎記念図書館

℡（０７９６）８２‐５２５１

▲加藤文太郎記念図書館

加藤文太郎記念図書館からのお知らせ

図書館からのお願い

卒業、入学、転勤などに伴い、返し

忘れの本がお家にありませんか？ご

確認ください。図書館ブックポスト、

移動図書館車「さ

さゆり号」に返却

していただいても

結構です。
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【浜坂地域運行表】
毎月第 1 水曜日

時　　　間 対象地域 停　車　場　所
12：55 ～ 13：25 ―  浜坂西小学校
13：35～ 13：55 ―  明星保育園
14：05～ 14：20 諸　寄  諸寄郵便局前
14：30～ 14：45 諸寄奥町  野田橋付近
14：55～ 15：10 釜　屋  釜屋ふれあいセンター
15：20～ 15：35 居　組  木谷重幸様宅前

毎月第２水曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

  9：50 ～ 10：05 久斗山  久斗山バス停留所
10：10～ 10：25 境  谷岡正明様宅車庫前
10：35～ 10：50 藤　尾  藤尾ふれあいセンター
11：05～ 11：30 二日市  大庭保育所
12：45～ 13：10 ―  浜坂東小学校
13：15～ 13：30 高　末  高末ふれあいセンター
13：40～ 13：55 辺　地  水田建設倉庫前
14：05～ 14：20 正法庵  正法庵ふれあいセンター
14：30～ 14：45 久　谷  久谷芸能伝承館
14：50～ 15：05 対　田  対田ふれあいセンター
15：15～ 15：30 福　富  福富ふれあいセンター

毎月第３水曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

13：00 ～ 13：25 栃　谷  浜坂南小学校正面玄関
13：35～ 13：50 用　土  用土ふれあいセンター
13：55～ 14：10 古　市  西村様宅駐車場前
14：15～ 14：30 新　市  バス停横（山根工務店作業所裏）
14：35～ 14：50 七　釜  七釜ふれあいセンター
15：00～ 15：15 田　君  田君ふれあいセンター
15：25～ 15：40 若松町  植村尚巳様宅前
15：45～ 16：00 戸　田  戸田ふれあいセンター

毎月第４水曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

14：05 ～ 14：20 和　田  和田ふれあいセンター
14：30～ 14：45 赤　崎  赤崎ふれあいセンター
14：55～ 15：10 三　尾  御火浦コミュニティセンター
15：30～ 15：45 田　井  田井ふれあいセンター
15：50～ 16：05 指　杭  宮階司様宅横駐車場

【温泉地域運行表】
毎月第 1 金曜日

時　　　間 対象地域 停　車　場　所
12：45 ～ 13：15 ―  温泉小学校
13：25～ 13：40 細田、湯  夢千代館
13：50～ 14：05 湯、数久谷  町民センター
14：10～ 14：25 歌長、高山  歌長公民館
14：35～ 15：00 ―  ゆめっこランド
15：20～ 15：35 春　来  田中静夫様宅付近

毎月第２金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10：10 ～ 10：25 飯　野  飯野公民館
10：35～ 10：50 塩　山  塩山公民館
11：05～ 11：20 中　辻  中辻公民館
11：30～ 11：45 丹　土  旧フレンドショップあたご付近
12：45 ～ 13：15 ―  照来小学校
13：30～ 13：45 切　畑  切畑公民館
13：55～ 14：10 多　子  宮脇勝幸様宅横広場
14：25～ 14：40 桐　岡  照来診療所

毎月第３金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

13：10 ～ 13：25 伊　角  伊角公民館
13：35～ 13：50 熊　谷  熊谷公民館
14：00～ 14：15 今岡金屋  今岡金屋公民館
14：35～ 14：50 鐘　尾  鐘尾公民館
15：00～ 15：15 千原、あさひヶ丘  薬師堂付近
15：25～ 15：40 竹　田  竹田公民館
15：50～ 16：05 井　土  井土公民館
16：10～ 16：25 ―  井土町営住宅

毎月第４金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10：10 ～ 10：45 ―  八田小学校
10：55～ 11：10 千谷、宮脇  八田コミュニティセンター
11：20～ 11：35 内山、越坂  内山公民館
11：50～ 12：05 海　上  海上公民館
13：30～ 13：45 青　下  青下公民館
13：55～ 14：10 田中、霧滝  岸田出張診療所前
14：15～ 14：30 岸　田  岸田公民館
14：40～ 15：10 石　橋  奥八田小学校
15：20～ 15：35 前  前バス停付近

移動図書館車「ささゆり号」の巡回の変更について

　移動図書館車「ささゆり号」は、冬期間の運行終了および熊谷・春来小学校の温泉小学校への統廃合に伴い、
４月より次の日程で運行させていただきます。お間違えのないようお願いいたします。
※浜坂地域については変更ありません。

―問い合わせ―
加藤文太郎記念図書館

℡（０７９６）８２‐５２５１
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名
新温泉町クリーン
センター炉内耐火
物等整備工事

田井
クリーンセンター燃焼
室の煉瓦及び耐火キャ
スター等修繕工事 1式

7,843,500
平成 22年 1月 18日～
　平成 22年 3月 25日 三広工業㈱

和田用水路改良工事 和田
水路工 延長 225m
水路幅 300 ～ 400㎜ 3,654,000

平成 22年 1月 18日～
　平成 22年 3月 25日 ㈱岸本工務店

奥町１用水路改良
工事 諸寄

水路工 延長 361m
水路幅 300㎜ 6,184,500

平成 22年 1月 18日～
　平成 22年 3月 25日 ㈱大上建設

奥町２用水路改良
工事 諸寄

水路工 延長 470m
水路幅 300 ～ 400㎜ 7,350,000

平成 22年 1月 18日～
　平成 22年 3月 25日 ㈱菊地組

奥町 3用水施設改良
工事 諸寄

取水工 1 式
配管工 延長 313m 10,363,500

平成 22年 1月 18日～
　平成 22年 3月 26日 ㈱田中工業所

田君用水施設改良
工事

田君

取水工 1 式
用水路工 延長 93m
水路幅 300 ～ 350㎜
配管工 延長 44m

10,689,000 平成 22年 1月 18日～
　平成 22年 3月 26日

株本建設工業㈱

久斗山１用水路改
良工事 久斗山

水路工 延長 354m
水路幅 250 ～ 300㎜ 5,670,000

平成 22年 1月 18日～
　平成 22年 3月 25日 水田建設㈱

久斗山２用水路改良
工事 久斗山

水路工 延長 307m
水路幅 250㎜ 5,250,000

平成 22年 1月 18日～
　平成 22年 3月 25日 ㈱重機建設水田組

町道浜坂地堂線舗
装修繕工事

浜坂

施工延長 98m
土工 １式
取壊し工 1 式
舗装工 面積 635㎡

2,992,500 平成 22年 1月 19日～
　平成 22年 3月 25日

株本建設工業㈱

町道居組第１号線
他１路線側溝修繕
工事

居組

施工延長 110m
土工 1 式、取壊し工 1 式
側溝工 延長 108m
舗装工 面積 49㎡

3,675,000 平成 22年 1月 19日～
　平成 22年 3月 26日

㈱三島組

夢が丘中学校営繕
工事 細田 特別支援教室の設置 1 式 5,827,500

平成 22年 1月 22日～
　平成 22年 3月 29日 尾﨑建設㈱

田中村中線道路修繕
工事 田中

施工延長 37m
土工 1 式
擁壁工 1 式

6,510,000
平成 22年 2月 2日～
　平成 22年 3月 25日 山村建設工業㈲

（平成 22年 1月 16日～平成 22年 2月 15日契約分）



14

H22（2010）.3.11

まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 22年 2月 22日現在

広報しんおんせん（3月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マル海渡辺水産

フロアースタッフ

不問

750～1,000
事務員 800～1,000
販売店員 750～1,000
調理補助 750～1,000

㈱隆栄水産 鮮魚出荷 不問 750～ 850
北兵庫代行 運転手 不問 800～1,000

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400～ 2,000

㈲エフエムエル
サービス 薬剤師 不問 1,800～ 2,500

たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,450～ 2,180
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 730～1,000
ヤマト運輸㈱
和田山センター

早朝仕分作業 不問 1,000～ 1,100
作業兼事務 800～ 900

（温泉地域）
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 800～1,000
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 宿直員 不問 775

㈱寿荘 客室係 不問 800～1,200

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18以上 135～ 182
㈱三島組 現場監督者 59以下 260～ 310
㈱中村重機 土木作業員 不問 184～ 230
織戸組 鳶職 不問 176～ 264
浜美屋食品㈱ 事務員 59以下 145～ 180
㈱マルワ渡辺水産 鮮魚 不問 126～ 149
㈱マル海渡辺水産 営業 64以下 180～ 300
㈱隆栄水産 鮮魚出荷 不問 170～ 200
㈲エフエムエル
サービス 薬剤師 不問 286～ 396

たじま農業協同組合 介護支援業務 不問 193
（温泉地域）
全但タクシー㈱ 自動車運転手 不問 122～ 127
㈱みよしや旅館 客室係 61以下 205～ 245

㈱井筒屋 客室係 60以下 231～ 256
総務係 不問 159～ 193

富士綜合警備保障㈱ 営業 64以下 150～ 200
警備員 18以上 130～ 187

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員
不問

156～ 178
介護福祉士 174～ 292
看護師 152～ 245

㈱寿荘 客室係 不問 176～ 286
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 40以下 135～ 170

　2 月 9日（火）、兵庫県民会館で丹土はねそ踊
保存会が「ふるさと文化賞」を受賞しました。
　「ふるさと文化賞」は地域社会にあって永年に
わたりひたむきな努力を続け、伝統文化を守り育
ててきた方々を顕彰する賞で、昭和 57年に兵庫

▲丹土公民館前広場で披露されたはねそ踊り
（昨年 8月 15日）

丹土はねそ踊保存会が「ふるさと文化賞」受賞
県文化協会が創設し、今回で 28回目になります。
　新温泉町では平成 15年の印染の西垣一夫さん
以来 6年ぶりで 2件目になります。
　丹土はねそ踊は田舎の豪氏が家の子郎党に剣術
を教えるため、歌舞伎の所作等取り入れながら、
仏前に向かい剣術を踊って供養したのが始まりと
されています。保存会は昭和 12年に設立し、盆
行事をはじめ全国各地でのイベントにも参加して
います。
　今回の受賞は、現在も桃山時代から伝わる伝統
芸能を続け、若手の育成指導にも積極的に関わっ
てきたのが認められ受賞となりました。

―問い合わせ―
教育委員会分室

℡（０７９６）９２‐１８７０
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農
業
委
員
会
情
報
№
49―

農
業
委
員
会
総
会
審
議
の
公
開
及
び 

議
事
録
公
開
に
つ
い
て

①
農
業
委
員
会
総
会
審
議
の
公
開

　

毎
月
一
回（
25
日
ま
た
は
そ
の
前
後
）

に
新
温
泉
町
議
会
議
場
で
行
う
農
地
の

権
利
移
動
の
許
可
等
の
審
議
の
傍
聴
が

可
能
で
す
。総
会
日
程
お
よ
び
議
案
は
、

１
週
間
前
に
役
場
正
面
玄
関
横
の
公
示

板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
議
事
録
の
公
表

　

審
議
過
程
の
透
明
性
を
確
保
す
る
観

広報しんおんせん（3月号）

　

農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
21
年
12
月
15
日
に
施
行
さ
れ
、
新
た

な
農
地
制
度
に
お
い
て
農
業
委
員
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
一
層
重
要
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
許
可
等
の
業
務
に
つ
い
て
法
令
に
基
づ
く
適
正
な
審
議
お

よ
び
透
明
性
の
確
保
が
強
く
求
め
ら
れ
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
実
行
し
ま
す
。

点
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
条
例
等
に
留

意
の
上
、
要
約
す
る
こ
と
な
く
、
詳
細

に
記
し
た
議
事
録
を
平
成
22
年
第
１
回

（
１
月
開
催
）
分
よ
り
農
業
委
員
会
事

務
局
で
公
表
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
こ
ん
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

　

農
地
法
等
に
基
づ
く
法
令
業
務
と
あ

わ
せ
て
、
地
域
の
農
業
振
興
や
農
業
者

の
意
見
反
映
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
基
本
的
な
役
割

①
農
地
法
等
の
農
地
行
政
の
執
行

　

農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
の
た
め
の

農
地
法
等
に
基
づ
く
法
令
業
務
の
執

行
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

農
地
情
報
の
管
理
・
提
供

②
地
域
農
業
の
振
興

　

認
定
農
業
者
等
の
経
営
体
へ
の
農
地

利
用
集
積
、
経
営
改
善
支
援
、
農
業
・

農
業
者
に
関
す
る
情
報
提
供

③
農
業
者
の
公
的
代
表

　

農
業
者
の
公
的
代
表
と
し
て
の
意
見

の
公
表
、
行
政
庁
へ
の
建
議
お
よ
び
行

政
庁
の
諮
問
に
応
じ
て
の
答
申

５
つ
の
重
点
活
動

①
農
地
を
守
り
、
活
か
す
た
め
の
取
り

組
み

・ 

農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
に
関
す
る

審
議

・ 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
を
設
定
し
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
や
無

断
転
用
の
防
止
の
た
め
の
監
視
活
動

・ 

農
地
基
本
台
帳
の
整
備
を
基
本
に
農

地
の
利
用
調
整
活
動

②
自
立
す
る
農
業
経
営
体
の
支
援
の
取

り
組
み

・ 

農
業
複
式
簿
記
、
青
色
申
告
、
家
族

経
営
協
定
、
農
業
経
営
の
法
人
化
な

ど
、
経
営
の
確
立
に
向
け
た
支
援
を

行
う
と
と
も
に
農
業
経
営
者
の
組
織

運
動
を
推
進

・ 
新
規
就
農
や
農
業
法
人
へ
の
就
農
相

談
な
ど
、
農
業
界
の
人
材
確
保
対
策

を
推
進

・ 

農
業
者
の
老
後
の
安
定
の
た
め
の
農

業
者
年
金
を
推
進

▲農業委員研修会の様子

③
農
業
者
や
地
域
の
声
を
積
み
上
げ
、

実
現
す
る
取
り
組
み

・ 

認
定
農
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
を
通
じ

て
、
農
業
・
農
村
の
意
向
を
汲
み
上

げ
農
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
意
見

の
公
表
や
建
議
等
の
取
り
組
み

・ 

農
業
・
農
村
の
実
態
を
的
確
に
把
握

す
る
た
め
の
農
地
や
経
営
に
関
す
る

調
査
活
動

④
食
と
農
の
国
民
理
解
、
地
産
地
消
の

取
り
組
み

・ 

将
来
の
地
域
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

に
農
業
者
の
創
意
と
工
夫
を
盛
り
組

む
な
ど
、
農
業
振
興
や
地
域
活
性
化

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

・ 

学
校
給
食
へ
の
地
場
産
農
作
物
の
活

用
等
の
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
、

学
童
農
園
等
で
の
食
農
教
育
指
導

⑤
農
業
者
の
経
営
と
暮
ら
し
を
応
援
す

る
情
報
提
供
の
取
り
組
み

・ 

全
国
農
業
新
聞
、
全
国
農
業
図
書
、

町
広
報
農
業
委
員
会
情
報
な
ど
を
通

じ
て
、
農
業
者
の
経
営
と
暮
ら
し
を

支
え
る
的
確
な
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
農
業
者
や
住
民
の
声
を
結

集
し
農
政
確
立
を
め
ざ
す
情
報
活
動

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６
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広報しんおんせん（3月号）

牧場公園雪まつり
　県立但馬牧場公園で 2月 14日（日）、「牧場公園雪ま
つり」が開催され、県内外から約 2,400 人の親子連れ
などが訪れ、多彩なイベントを楽しみました。
　雪に親しんでもらおうと開催されたこのまつりは、雪
玉を 9枚の的めがけて投げる「ストラックアウト」を
はじめ、先着約 200 人に但馬ビーフが振る舞われまし
た。また、雪の中に隠されたゴムボールを探し当てる「宝
探し」も行われ、参加した子どもたちはわれ先にと雪上
を駆け回り、ボールを探していました。最後には餅まき
大会が行われ、大盛況の雪まつりとなりました。

春来小ヤマメの放流
　2月 25 日（木）、春来小学校の全校児童 8人が校区
を流れる春来川でヤマメの放流を行いました。
　春来小学校は今年３月に閉校となることから、子ども
たちの記念にしてもらおうと岸田川漁協の協力を受けて
行われました。児童らはヤマメの生態について杉谷組合
長から説明を受けた後、ヤマメの成魚 100 匹を放流し
ました。ヤマメは 3～ 4年後にサクラマスとなって川
に戻ってくるものもあるそうで、「元気に帰ってきてね」
など声をかけながらヤマメを放流していました。

　町民相互の親睦を図るとともに、町民の健やかな心身
の育成を図ることを目的として、2月 21日（日）「第 1
回町民ふれあい卓球大会」（新温泉町体育協会主催）が
浜坂体育センターで開催されました。
　この大会は、合併後旧町単位で開催していた卓球大会
を一本化して初めて行われた大会で、町民約 200 人が
参加しました。試合は団体戦と個人戦に分かれて行われ、
選手らは日ごろの練習の成果を発揮し、スピード感あふ
れる熱戦が繰り広げられました。

町民ふれあい卓球大会

　森林病害虫について学び、浜坂県民サンビーチの松林
の保全を推進することを目的として、2月 21 日（日）、
森林病害虫防除活動研修会が行われました。
　研修会には 30人が参加し、京都府樹木医会会長の伊
藤武氏を講師に「海岸松林の保全」と題した講義が行わ
れ、マツの特性などについて学習しました。その後、浜
坂県民サンビーチの松林で実技研修が行われ、注意点な
どの説明を受けた後、参加者らは実際にマツに穴を開け、
松枯れ防除の薬液を注入する作業を行いました。

森林病害虫防除活動研修会
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   　　　   浜坂東小かき餅編体験

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（3月号）

　県立但馬牧場公園で 2月 7日（日）、毎年恒例となる
「第 15回雪像コンテスト」が開催され、県内外から 11
組 48人が雪像作りに挑戦しました。
　参加者らは、会場に用意された一辺約 1.8㍍四方の雪
の塊を、スコップや移植ごてなどで削ったり、水彩絵の
具で色を塗るなど、制限時間 2時間以内に雪像を作り
上げていきました。作品は、タヌキやトラなどの動物を
はじめ、くまのプーさんといったアニメのキャラクター
など、参加者は思い思いの雪像作りを楽しみました。

　地域の伝統的なお菓子「かき餅」について学ぶ授業が
2月 2日（火）、浜坂東小学校で行われました。
　伝統的な食文化について知ってもらおうと久斗山農産
加工組合が主催したもので、全校児童 81人が、短冊状
のかき餅をわらやビニールひもで編み上げていきまし
た。かき餅はトチやヨモギ、ゴマなど色彩豊かで、校内
のホールにカーテンのようにつるしました。

　2月 10 日（水）、文化会館で高齢者が健康に過ごす
秘けつや人権について学ぶ「第 16回高齢者交流会」が
開催され、18人が参加しました。
　交流会では、地域包括支援センターの看護師などを講
師に「冬場の健康づくりについて」の講座が行われ、家
庭でできる健康管理や体操についての講義を受け、参加
者らは実際に体を動かしていました。この他にも人権啓
発ビデオの視聴が行われた後、郷土料理研究会のスタッ
フらによる手づくりの昼食で交流を深めました。

高齢者交流会

　ミョウガの成長状況でその年の吉凶状況を占う神事
「お茗荷祭り」が、2月 11日（木）、竹田の面沼神社（安
藤隆広宮司）で行われました。
　この祭りは古くから伝わる伝統行事で、通常４月頃に
生えるミョウガが、この地に限ってこの時期に生えるこ
とから、但馬の七不思議の一つに数えられています。宮
司が境内の「めぬ池」の中央にある小島に生えたミョウ
ガを取り、参拝者らにミョウガが披露されました。元気
そうな芽で、今年の見通しは良さそうだとの事です。

面沼神社お茗荷祭り

牧場公園雪像コンテスト
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温
泉
公
民
館
文
化
展

東
原
一
恵
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
展

　

鳥
取
市
で
、
教
室
「
ク
レ
イ
ア
ー

ト
・
Ｋ
」
を
開
設
し
活
動
を
行
っ
て
い

る
、
東
原
一
恵
さ
ん
の
「
ク
レ
イ
ク
ラ

フ
ト
展
」を
開
催
し
ま
す
。ソ
フ
ト
タ
ッ

チ
の
粘
土
を
使
っ
て
創
作
し
た
美
し
い

花
の
リ
ー

ス
や
ブ
ー

ケ
な
ど
、

フ
ァ
ン
タ

ジ
ッ
ク
な

造
形
作
品

を
お
楽
し

み
く
だ
さ

い
。

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H22（2010）.3.11

ご
案
内

広報しんおんせん（3月号）

▼
と
き　

３
月
23
日（
火
）～
27
日（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー　

農
林
研
修
室

▼
作
品
数　

約
40
点

▼
入
場
料　

無
料

▼
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
と
は
？　

石
粉
粘

土
や
樹
脂
粘
土
を
使
っ
て
、
テ
ー
ブ

ル
の
上
で
手
軽
に
作
れ
る
陶
器
の
風

合
い
を
持
っ
た
工
芸
の
こ
と
で
す
。

非
常
に
や
わ
ら
か
い
粘
土
で
さ
ま
ざ

ま
な
造
形
が
創
作
で
き
ま
す
。
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
の
小
物
か
ら
芸
術
性

の
あ
る
室
内
装
飾
ま
で
、
手
作
り
の

造
形
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

「
ソ
ー
イ
ン
グ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

手
芸
作
品
展
」

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
手
づ
く
り
作
品

を
作
り
続
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
「
ソ
ー

イ
ン
グ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
の
皆
さ
ん
の
手
芸

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
24
日
（
水
）
ま
で

※
毎
週
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
展
示
数　

約
２
０
０
点

「愛の献血」の実施について

献血は、かけがえのない命を救う贈り物です。皆さんの積
極的なご協力をお願いします。

◇と　き　　３月 25日（木）
　　　　　　　午前９時 30分～ 11時 30分

　　　　　　　午後１時～３時

◇ところ　　夢ホール
◇対　象　　18～ 69歳の方
　　　　　　※献血手帳をお持ちの方は持参してください

　　　　　　※保険証や運転免許証など身分証明書を持参

　　　　　　　してください

―問い合わせ―
健康課　健康推進係

℡（０７９６）９９‐２９４０

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離

婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
人
口
動
態

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
出
生
・
死
亡
・
死

お
知
ら
せ
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産
・
婚
姻
お
よ
び
離
婚
の
各
届
書
か
ら

出
生
や
死
亡
等
の
状
況
を
調
べ
る
も
の

で
す
が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に

は
、
人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
を
実

施
し
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願
い

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
死

亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業
の
記
入
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
今
後
の
厚
生
労
働
行

政
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

届
出
を
さ
れ
る
方
に
は
ご
面
倒
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間

　

平
成
22
年
４
月
１
日
～
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間

▼
調
査
対
象
者

　

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
お
よ
び

離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方

▼
調
査
方
法

　

各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、

そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
窓
口
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

月
額
と
有
利
な
前
納
割
引
制
度 

▼
保
険
料
は
月
額
１
万
５
１
０
０
円

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
29
年

度
ま
で
毎
年
度
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
平
成
22
年
度
の
保
険

料
は
月
額
１
万
５
１
０
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
厚
生
労

働
省
か
ら
毎
年
４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ

て
く
る
１
年
分
の
「
納
付
書
」
に
よ
っ

て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
ま
す
。

　

窓
口
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
含
む
）
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
も
で

き
ま
す
。

▼
有
利
な
前
納
割
引
制
度

　

保
険
料
は
、
１
年
分
ま
た
は
６
ヵ

月
分
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分
に

つ
い
て
、
前
納
す
る
と
割
引
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
平
成
22
年
度
の
１
年

分
の
保
険
料
を
現
金
で
前
納
す
る
と

17
万
７
９
８
０
円
で
、
年
間
３
２
２
０

円
（
１
・
８
％
）
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
口
座
振
替
に
よ
っ
て
前
納
す
る

と
、
17
万
７
４
０
０
円
で
、
さ
ら
に
有

利
な
年
間
３
８
０
０
円
（
２
・
１
％
）

の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
月
々
の
保
険
料
を
「
口
座
振

広報しんおんせん（3月号）
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替
の
早
割
」
で
１
ヵ
月
早
め
て
納
付
す

る
と
、年
間
６
０
０
円
（
月
額
５
０
円
）

の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、平
成
22
年
度
の
一
部
納
付（
一

部
免
除
）
の
保
険
料
月
額
は
、
４
分
の

３
納
付
で
１
万
１
３
３
０
円
、
半
額
納

付
で
７
５
５
０
円
、
４
分
の
１
納
付
で

３
７
８
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
一
部
納
付
に
つ
い
て
も
前
納
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
前
納
制
度
と
口
座
振
替

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
年
金
事
務
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
▼
問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

１
割
負
担
継
続
国
保
の
高
齢

受
給
者
証
を
発
送
し
ま
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
医
療
機
関
で

の
窓
口
負
担
（
１
割
）
が
平
成
22
年
４

月
以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
（
３
割
の
方

を
除
く
）。

　

医
療
機
関
等
で
支
払
う
一
部
負
担
金

の
支
払
い
が
、
１
割
の
方
が
２
割
に
変

更
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
４
月
以
降

も
、
１
年
間
は
１
割
の
ま
ま
据
え
置
か

れ
る
た
め
、
新
し
い
受
給
者
証
を
交
付

し
ま
す
。（
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降

は
２
割
の
予
定
で
す
）

▼
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
と
は

　

新
温
泉
町
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
で
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
に
交
付

す
る
証

▼
新
し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
の
交
付
対
象
と
な
る
方

　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
一

部
負
担
金
の
割
合
が
２
割
（
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）
と
表
示
し
て

い
る
方
。

　

新
し
い
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
」
は
簡
易
書
留
に
て
３
月
中
に
送

付
し
ま
す
。
新
し
い
証
は
届
き
次
第
お

使
い
く
だ
さ
い
。
現
在
お
使
い
の
証
は

各
自
で
破
棄
す
る
か
役
場
健
康
課
も
し

く
は
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
へ
お

返
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹
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I N F O R M A T I O N
平
成
22
年
度　

下
水
道
使
用

料
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

▼
減
免
対
象
者　

浜
坂
地
域
の
一
般
住

宅
お
よ
び
温
泉
地
域
の
地
下
水
や
山

水
を
使
用
し
て
い
る
一
般
住
宅
の
世

帯
員
の
中
で
、
住
民
票
が
あ
っ
て
も

進
学
や
単
身
赴
任
、
施
設
入
所
な
ど

で
長
期
に
わ
た
り
不
在
の
方

◇
来
庁
の
際
は
、「
印
鑑
」「
不
在
者
の

現
住
所
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
」
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
４
月
分
使
用
料
か
ら
減
免
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
４
月
16
日（
金
）

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
で

す
。
現
在
（
平
成
21
年
度
）
減
免
中

の
方
が
、
平
成
22
年
度
も
引
き
続
き

減
免
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た

に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
免
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
経
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

新
温
泉
町
立
高
齢
者
大
学 

「
宇
都
野
学
園
」「
と
ち
の

み
学
園
」
学
園
生
募
集

　

本
町
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
楽

し
く
学
び
な
が
ら
、
趣
味
、
教
養
を
高

め
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
創
造
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
町
立
高

齢
者
大
学
「
宇
都
野
学
園
」「
と
ち
の

み
学
園
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
高
齢
者
大
学
で
学
び
、
仲
間
と
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
学
習
年
限

◇
宇
都
野
学
園　

本
科
生　
　

４
年
間

　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
生　

２
年
間

◇
と
ち
の
み
学
園　

２
年
（
３
年
目
以

降
は
研
修
生
と
な
り
ま
す
）

▼
入
園
資
格

　

満
60
歳
以
上
で
町
内
在
住
の
人

※
宇
都
野
学
園
大
学
院
生
は
宇
都
野
学

園
本
科
生
を
修
了
さ
れ
た
人
に
限
り

ま
す
。

▼
学
習
内
容

　

一
般
教
養
講
座
、
専
門
講
座
等

▼
募
集
期
限

　

両
学
園
と
も　

３
月
26
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
野
学
園
事
務
局

　
（
浜
坂
公
民
館
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

　

と
ち
の
み
学
園
事
務
局

　
（
温
泉
公
民
館
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

町
営
住
宅
井
土
団
地
（
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
）
入
居
者
募
集

▼
募
集
概
要

◇
所
在
地

　

新
温
泉
町
井
土
６
１
３
番
地

◇
募
集
戸
数　

２
戸
（
１
階
）

・ 
標
準
型
住
戸　

２
１
２
号
室
、

　

２
１
３
号
室
（
共
に
１
階
）

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

専
用
面
積
82
・
56
㎡

◇
施
設
設
備　

オ
ー
ル
電
化
住
宅

◇
駐
車
場　

有
り（
２
台
ま
で
利
用
可
、

H22（2010）.3.11
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募　

集

２
台
目
は
４
千
円
／
月
額
）

◇
家
賃
（
月
額
）

　

５
万
３
千
～
５
万
９
千
円

※
収
入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

◇
共
益
費
（
月
額
）　

２
千
円

◇
入
居
可
能
予
定
日　

４
月
５
日（
月
）

▼
入
居
資
格

◇
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
あ
る
方
（
原
則
、
単

身
で
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
）

◇
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要

と
す
る
方

◇
新
温
泉
町
に
居
住
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
新
温
泉
町
に
居
住
し
て
い
な
く

て
も
入
居
決
定
後
に
当
該
町
営
住
宅

に
住
所
異
動
が
可
能
な
方

◇
法
令
で
定
め
る
所
得
基
準
に
合
致
さ

れ
て
い
る
方

◇
連
帯
保
証
人
（
２
名
）
の
あ
る
方
等

▼
募
集
期
限　

３
月
25
日
（
木
）

※
応
募
が
な
く
、
入
居
者
が
決
定
し
な

い
場
合
に
は
、
引
き
続
き
募
集
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課　

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

▲とちのみ学園学園祭の様子
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「
は
ま
さ
か
北
児
童
ク
ラ
ブ
」 

の
利
用
児
童
募
集
！

　

本
町
で
は
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
で

昼
間
家
に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、

放
課
後
に
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
、
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
平
成
22
年
度
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
開
始
日
時　

４
月
１
日
（
木
）

▼
開
設
時
間

◇
月
～
金
曜
日　

小
学
校
終
業
時
～

　

午
後
６
時
ま
で

◇
土
曜
日
、
長
期
休
業
期
間
（
春
、
夏
、

冬
）　

午
前
８
時
～
午
後
６
時
ま
で

※
日
、
祝
祭
日
を
除
き
ま
す

▼
開
設
場
所　

浜
坂
北
小
学
校

▼
対
象
児
童　

小
学
校
の
児
童

※
浜
坂
北
小
学
校
区
の
児
童
を
基
本
と

し
ま
す
が
、
土
曜
日
や
夏
休
み
な
ど

の
長
期
休
業
期
間
に
つ
い
て
は
校
区

外
の
児
童
も
受
け
入
れ
可
能
で
す
。

▼
指
導
員　

２
人
配
置

▼
定
員　

お
お
む
ね
30
人

▼
負
担
金

◇
利
用
料
金
（
月
額
）
６
千
～
１
万
円

・
４
、７
、
12
、
１
、３
月　
　

 

７
千
円

・
５
、６
、９
、
10
、
11
、
２
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
千
円

・
８
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

※
月
ご
と
に
異
な
り
ま
す

◇
一
時
利
用
（
日
額
）　　

 

５
０
０
円

※
半
日
利
用
に
つ
い
て
は
半
額

◇
お
や
つ
代
（
日
額
）　　
　
　

 

60
円

◇
保
険
料
（
月
額
） 　
　
　

１
５
０
円

▼
負
担
金
の
減
免

◇
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
・
全
額
免
除

◇
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

に
準
ず
る
世
帯
・
・
・
・
半
額
免
除

▼
そ
の
他　

送
迎
は
、
保
護
者
の
責
任

で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
間

　

３
月
12
日
（
金
）
～
26
日
（
金
）

※
こ
の
期
間
以
外
に
つ
い
て
も
随
時
受

け
付
け
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

こ
ど
も
未
来
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山
高
原

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
職
員
募
集

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山
高
原
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、「
上
山
高
原

ふ
る
さ
と
館
」
に
勤
務
す
る
職
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種　

事
務
局
長

▼
募
集
人
員　

１
人

▼
勤
務
内
容　

週
休
２
日
（
原
則
と
し

て
土
・
日
、
祝
祭
日
勤
務
）

▼
応
募
資
格　

新
温
泉
町
内
に
居
住

ま
た
は
４
月
よ
り
居
住
の
見
込
み
の

人
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に
堪
能
な
人

▼
提
出
書
類　

自
己
Ｐ
Ｒ
書
（
Ａ
４
用

紙
１
枚
、
書
式
自
由
）
お
よ
び
履
歴

書
▼
提
出
先

〒
６
６
９
‐
６
９
５
３

　

新
温
泉
町
石
橋
７
５
７
‐
１

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

上
山
高
原

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
務
局

▼
募
集
期
限　

３
月
25
日
（
木
）

※
郵
送
可
。
た
だ
し
期
限
に
は
必
着
の

こ
と

▼
面
接
日　

３
月
28
日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
に
て

実
施

▼
そ
の
他　

合
格
者
は
４
月
１
日
よ
り

勤
務
。
試
用
期
間
３
ヵ
月
の
後
、
本

採
用
の
決
定
を
判
断
し
ま
す
。
給
与

等
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

広報しんおんせん（3月号）

H22（2010）.3.11

－こんな事はございませんか？－＼（☆ｏ☆）／　　
買って帰りたいのにかさばって困った。気付いたら切れているも
のがある。買いたくても重くて買いに行けない。こんなとき、私
ども「買い物代行サービス」をご利用ください。新温泉町で購入
できる商品でしたら、ご希望の物を何でもいくつでも、１回 800
円～でお届け致します。その他、大工等さまざまな技術を取得し
ているスタッフがそろっておりますので、日曜大工等人手が欲し
いときには、気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明いたします。（お見積無料）
◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

【広告】




